




















た。また、彼が 1973 年から 1985 年に発表したサイト - スペシフィック・パフォーマンス（1）は、ランド・アート
からも影響を受けていた［Dunn 2008］。そして 90 年代以降、彼は自身の実践を「サウンド・アート」と称してい
る。つまり、彼はケージから影響を受けながら、それを乗り越えようとするポスト - ケージ的作家の一人であり、
実験音楽以降に音楽というカテゴリーに入らない音の芸術が生まれた展開を体現する作家でもある。
　ダンは 80 年代より多くの論考を発表しており、特にグレゴリー・ベイトソン（Gregory Bateson）の思想を参
照して自身の実践を語っている。先行研究には、環境音の録音を用いる彼の作品を主に考察した、デヴィッド・イ
ングラム（David Ingram）による学術論文がある［Ingram 2006］。ダン自身、90 年代よりパフォーマンスや電子
音楽から環境音の録音に活動を移し、録音された音が自分の好む媒体であることが次第にはっきりしてきたと述べ










































は 1940 年代末から 50 年代初頭にかけて東洋思想や無響室での経験、ロバート・ラウシェンバーグ（Robert 




















スケープのモデルとみなし、1980 年頃より屋外の特定の場所と時間を舞台とする音楽劇を発表した［鳥越 1986: 
103-108］。


































































近い両義性がある。イングラムが指摘したとおり［Ingram 2006: 131］、彼は 90 年代以降にこの実践を活動の中心






ダーによる作業を始めた時期と重なっている（2）。ケージは 1949 年にピエール・シェフェール（Pierre Schaeffer）
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の下で初めて実際に磁気テープを使った作曲にふれ、1951 年にニューヨーク楽派の作家とともにテープ音楽を探
求する「プロジェクト：サウンド」を開始した［Kostelanetz 1996: 70-71］。そして 1952 年より、長期に渡る《ウィ
リアムズ・ミックス Williams Mix》（1952-53）のテープ・コラージュ作業に着手する。この作品は「都市の音」、
「田舎の音」、「電子音」など、音源の種類に応じて 6 つに分けられた音を記録したテープをチャンス・オペレー
ションにしたがって切り貼りして制作され、最終的に 4 分 15 秒のなかに最長 1 秒ほどの音が 2000 個以上も詰めこ
まれた。制作は休止期間を挟んで 9 ヶ月に及び、ケージは毎日 12 時間をテープの切り貼りに費やしたという。こ
の制作期間に彼は二つの有名な作品を発表した。ブラック・マウンテン・カレッジでの《シアター・ピース第一番 

























者はそれぞれ、初めに空間のいくつかの地点に場所をとり、10 秒から 20 秒間、環境を録音する。録音後、先
の録音と同じ時間をかけて、空間内の別の地点までゆっくり歩く。歩いている間にテープを巻き戻し、新しい




















続くセクション 4 は《神託》のコンポジション 5 によく似た、環境音を録音、歩いて移動、再生してまた移動を繰
り返すという指示がある。以降、環境音をリング・モジュレーターに通すセクション 5、サイン波とホワイト・ノ
イズを環境のなかで発するセクション 6 が続く。セクション 7 から 10 は声や楽器の音を環境音に合わせたり、環
境音を引きだすために用いたりする。こうした構成は、まず録音を利用した相互作用が出発点となり、次に電子音
や声、楽器の音を用いた相互作用に展開していくように見える。



























わちポスト - プロダクションが一般化した。1958 年に 4 トラック・レコーダーが市販されると、60 年代前半にフィ
ル・スペクター（Phil Spector）の「ウォール・オブ・サウンド」、66 年にビーチ・ボーイズ（The Beach Boys）





位を高め、さらにポピュラー音楽産業の構造や、聞き手の認識にも影響をもたらした。60 年代から 70 年代におけ
るブルース・ナウマン（Bruce Nauman）の作品を論じながら、ジャネット・クレイナック（Janet Kraynak）は
この時代にマルチトラック・レコーダーが生演奏と録音された演奏、つまり現実と人工物の「ヒエラルキーの反























　本論文はダンのサイト - スペシフィック・パフォーマンスをポスト - ケージ的動向に位置づけようとした。作曲
家が完全に制御できない環境音を作品に導入するという発想をケージから受け継いだポスト - ケージ的作家の一部
は、環境音と聞き手の相互作用へと関心を向け、これを実践に取り入れようとした。それに対して、ダンが注目し










的動向とも関連がある。なぜなら 60 年代には例えば、ニューハウスと比較されたモリスが 1961 年に発表した《作
られたときの音がする箱 Box with the Sound of Its Own Making》や、クレイナックが論じたナウマンの《コンラッ
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 （本論文は東洋大学国際哲学研究センター第 3 ユニット「自然との共生」研究会（2014 年 7 月 26 日、東洋大学白山キャンパ
ス）における口頭発表に加筆修正したものである。）
註
1 サイト - スペシフィック・パフォーマンスという語は［ダン 2011: 35］より。他に「環境音作品」[Dunn 1996]、「環境パ
フォーマンス作品」［Dunn 1997: 64］などの呼称もある。
2 筆者は出版予定の論文「磁気テープから演劇へ：ジョン・ケージ《ウィリアムズ・ミックス》」（『ART TRACE PRESS』）
において、この点についてより詳しく考察している。
3 共演者のウォーレン・バート（Warren Burt）のサイトにも短い記録がある。http://www.warrenburt.com/my-history-
with-music-tech2/［2014 年 10 月確認］　バートは「私たちはカセット・レコーダーをシリアスな携帯型電子音楽機器に発展
させようとする過程の途中にあった」と記している。
4 筆者は「秘められた録音：ロバート・モリス《作られたときの音がする箱》」（『東京芸術大学美術学部紀要』第 52 号、2014
年、85-101 頁）において、ポスト - ケージ的動向としてのモリスの初期の実践について論じている。また、バートはダンか
ら学生時代に、ランド・アートの作家とともにナウマンを紹介されたという［Burt 1999］。
